
つのポイントで火災予防
春の火災予防運動が行われます7問 消防本部予防課

 （☎21-6104）

来の教育について考えよう
「かけがわ教育の日」ウェブ開催未問 教育政策課

 （☎21-1109）

　
火
災
で
の
高
齢
者
を
中
心
と
す

る
死
傷
者
の
発
生
や
、
財
産
の
損

失
を
防
ぐ
た
め
に
、
３
月
１
日
（月）

〜
７
日
（日）
の
期
間
で
「
春
の
火
災

予
防
運
動
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
火

災
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
を
確
認
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

危
険
を
感
じ
た
ら
す
ば
や
く
避
難

　
火
災
が
発
生
し
た
ら
、
初
期
消

火
が
重
要
で
す
。
炎
が
燃
え
広
が

る
前
に
消
火
で
き
れ
ば
、
被
害
の

拡
大
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

初
期
消
火
を
行
う
場
合
は
自
身
の

避
難
路
を
確
保
し
、
消
火
中
に

「
炎
が
天
井
に
達
し
た
」
「
煙
が

充
満
し
て
い
る
」
な
ど
の
危
険
を

感
じ
た
ら
、
す
ば
や
く
避
難
し
て

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
日
頃
か
ら
火
災
時
の
避

難
方
法
や
、
経
路
に
つ
い
て
家
族

で
話
し
合
っ
て
お
く
こ
と
も
重
要

で
す
。

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
で
火
災
予
防

　
ま
だ
ま
だ
空
気
が
乾
燥
し
や
す

い
気
候
が
続
き
ま
す
。
次
に
挙
げ

る
３
つ
の
習
慣
と
４
つ
の
対
策
を

実
践
し
、
火
災
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

３
つ
の
習
慣

①
寝
た
ば
こ
は
絶
対
や
め
ま
し
ょ

う
。

②
ス
ト
ー
ブ
は
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
し
ま

し
ょ
う
。

③
ガ
ス
コ
ン
ロ
の
そ
ば
を
離
れ
る

と
き
は
必
ず
火
を
消
し
ま
し
ょ
う
。

４
つ
の
対
策

①
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま

し
ょ
う
。

②
寝
具
衣
類
や
カ
ー
テ
ン
か
ら
の

火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品
を

使
用
し
ま
し
ょ
う
。

③
炎
が
小
さ
い
う
ち
に
消
火
す
る

た
め
、
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設

置
し
ま
し
ょ
う
。

④
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

方
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協

力
体
制
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
市
民
の

み
な
さ
ん
と
一
緒
に
教
育
に
つ
い

て
考
え
る
「
か
け
が
わ
教
育
の

日
」
を
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。
今

年
度
は
「
未
来
の
教
育
に
つ
い
て

考
え
よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、
感
染

症
拡
大
防
止
の
た
め
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
開
催
。
座
談
会
を
は

じ
め
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ン
テ

ン
ツ
を
視
聴
で
き
ま
す
。
（
視
聴

無
料
）

　
未
来
の
掛
川
の
教
育
が
ど
の
よ

う
に
変
わ
っ
て
い
く
の
か
、
ウ
ェ

ブ
版
か
け
が
わ
教
育
の
日
を
ご
覧

い
た
だ
き
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。

動
画
公
開
日
時

１
月
23
日
（土）
午
前
９
時
〜
順
次

公
開
場
所

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

サ
イ
ト
内
検
索
で

「
W
E
B
版
か
け
が

わ
教
育
の
日
」
と
検
索

公
開
コ
ン
テ
ン
ツ

１
　
座
談
会
「
未
来
の
教
育
に
つ

い
て
」

　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
で
小

中
学
生
に
１
人
１
台
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
が
配
置
さ
れ
る
ほ
か
、
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
る
新
し
い
生
活
様
式
へ

の
対
応
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
教
育

の
展
望
を
教
育
、
Ｉ
Ｔ
産
業
、
行

政
の
識
者
が
語
り
ま
す
。

　
参
加
者
▽
日
詰
一
幸
さ
ん
（
静

岡
大
学
人
文
社
会
科
学
部
長
）
▽

安
東
幸
治
さ
ん
（
㈱
ソ
フ
ト
バ
ン

ク
）
▽
村
上
文
洋
さ
ん
（
三
菱
総

合
研
究
所
）
▽
山
本
美
鈴
さ
ん

（
㈱
山
本
製
作
所
）
▽
佐
藤
教
育

長
▽
久
保
田
副
市
長

２
　
お
茶
の
間
ト
ー
ク
表
彰

　
「
心
が
ほ
っ
こ
り
お
茶
の
間

ト
ー
ク
」
の
受
賞
者
表
彰
、
作
品

の
紹
介
を
行
い
ま
す
。

３
　
や
っ
ぱ
り
学
校
は
い
い
な
、

笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
園
生
活

　
市
内
の
園
・
学
校
で
の
新
し
い

生
活
様
式
を
踏
ま
え
た
取
り
組
み

や
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
子
ど
も
た
ち

の
様
子
を
ス
ラ
イ
ド
で
紹
介
し
ま

す
。

４
　
「
保
育
士
・
教
師
に
な
っ
て

よ
か
っ
た
」
と
感
じ
た
瞬
間
エ
ピ

ソ
ー
ド

　
市
内
保
育
士
・
教
職
員
（
退
職

教
員
含
む
）
か
ら
募
集
し
た
、
心

温
ま
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
ま

す
。

安
定
的
な
電
力
供
給
を
行
う
地
域
新
電
力

　
平
成
28
年
４
月
に
電
力
小
売
り
が
全
面

自
由
化
さ
れ
、
全
国
に
10
社
あ
る
大
手
電

力
会
社
以
外
に
電
力
販
売
業
へ
参
入
す
る

会
社
が
増
え
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
一

般
家
庭
を
含
む
全
て
の
消
費
者
が
電
力
会

社
を
自
由
に
選
択
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
新
規
参
入
し
た
会
社
を
「
新

電
力
会
社
」
と
呼
び
、
こ
の
う
ち
、
自
治

体
や
地
元
事
業
者
、
市
民
な
ど
が
出
資
し

た
も
の
を
「
地
域
新
電
力
会
社
」
と
い
い

ま
す
。

　
大
手
電
力
会
社
か
ら
切
り
替
え
て
、

「
停
電
の
増
加
」
や
「
停
電
時
の
復
旧
が

遅
く
な
る
の
で
は
」
と
の
質
問
が
あ
り
ま

す
が
、
ど
の
会
社
と
契
約
し
て
も
同
じ
電

力
送
配
電
網
を
利
用
す
る
た
め
、
こ
れ
ま

で
通
り
電
気
は
安
定
的
に
供
給
さ
れ
ま
す
。

地
産
電
力
の
循
環
進
め
脱
炭
素
化
へ

　
２
０
５
０
年
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
実

質
ゼ
ロ
に
向
け
、
市
内
の
公
共
施
設
や
事

業
所
、
家
庭
で
の
地
産
電
力
の
利
用
率
を

最
大
限
高
め
る
こ
と
が
重
要
な
取
り
組
み

の
１
つ
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
っ
て
も
、

市
内
の
使
用
電
力
に
つ
い
て
脱
炭
素
を
目

指
し
ま
す
。

公
共
施
設
の
使
用
電
力
を
再
エ
ネ
で

　
令
和
３
年
４
月
か
ら
、
市
内
公
共
施
設

に
設
置
さ
れ
た
５
基
の
太
陽
光
発
電
所
と
、

沿
岸
部
に
設
置
さ
れ
た
６
基
の
風
力
発
電

所
で
発
電
さ
れ
た
電
力
で
、
市
内
公
共
施

設
は
ほ
ぼ
全
量
を
賄
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
電
力
料
金
は
年
間
で
約
２
％
削
減

さ
れ
る
見
込
み
で
す
。

　
今
後
、
報
徳
パ
ワ
ー
は
、
市
内
事
業
者

や
一
般
家
庭
な
ど
へ
の
電
力
供
給
を
進
め

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
家
庭
の
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
で
発
電
さ
れ
た
電
力
の
買
い

取
り
な
ど
の
準
備
も
進
め
て
い
き
ま
す
。

連載
地域新電力②

公
共
施
設
へ
の
電
力
供
給

問
環
境
政
策
課(

☎
21-

１
２
１
８
）

これまでの連載地域新電力の
記事はこちらから確認できま
す。

　今
回
は
、
か
け
が
わ
報
徳
パ
ワ
ー
㈱
の
設
立
目
的
の
１
つ
「
脱

炭
素
化
」
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
、
地
域
新
電
力
の
特
色
や
電
力
供
給

の
こ
だ
わ
り
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

市ホームページ

ラッピングパッカー車始動!

かけがわ報徳パワー㈱
顧問 久保田 崇

掛川市は昨年、国
の「SDGs未来都市」
に選定されました。
県内では静岡、浜松
の両政令市に続き3

番目の選定です。SDGsとは国連で採択
された持続可能な開発目標のことです
が、17ある目標の7番目が「誰もが使え
るクリーンなエネルギー」です。かけ
がわ報徳パワーは太陽光や風力などの
再生可能エネルギーにより生み出され
た電力の地産地消、さらにはその収益
により地域課題を解決することを目指
しています。みなさんの応援よろしく
お願いいたします。

再エネの地域内循環で
持続可能なまちへ

ギ
　
　
　
　
ガ

12月9日、市役所にて会社設立報告と、会社をPRするラッピ
ングパッカー車の出発セレモニーが行われました。パッカー車に
は、出資者である中遠環境保全㈱のご協力により、自然との共生
をテーマにしたデザインと、掛川の環境を守る想いを込めた会社
愛称「KEEP」があしらわれています。
当日は、聖マリア保育園の園児たちが手作りの横幕を掲げ、

「青は1号車。海の生き物がたくさんいるよ。私も一緒に泳ぎた
いな」「緑は2号車。お花や木があるよ。掛川の花のキキョウや
キンモクセイもあるよ」「黄色は3号車。動物が描いてあるよ。
私が好きなキリンもいるよ」「ピンクは4号車。鳥が描いてある
よ。掛川の鳥、ウグイスもいるよ」と元気にパッカー車を紹介し
たほか、かわいらしい歌を披露しセレモニーを盛り上げました。
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